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序　　文

　本書は、平成 26 年度に教会建設にともなって実施された北中遺跡 4次調査の発掘調

査報告書です。

　北中遺跡は、新別府川河口の近くにある遺跡で、これまでに 4次にわたる発掘調査

がおこなわれています。これらの調査によって、わたしたちの先人方が残した生活の痕

跡が数多く確認されました。中でも古墳時代の人々の生活の痕跡が最も多く確認されて

おり、古墳時代にはこの北中遺跡において大規模な集落が営まれていたことが明らかと

なっています。

　とくに、今回成果を報告する 4次調査では、大型の掘立柱建物や竪穴建物などが確認

されました。このことは、この 4次調査区がある場所が、古墳時代における北中遺跡集

落の中で、最も中心的な位置を占める場所であったことを示しているものと考えられま

す。こうした古墳時代の大型建物が見つかることは珍しく、宮崎市内の古墳時代の社会

や集落のあり方を知る上でも貴重な調査例となりました。

　このように、発掘調査によってこれまで知られていなかった地域の歴史が明らかにな

ることは大変有意義なことです。しかし、一方で発掘調査の大部分は開発にともなうも

のであり、調査後には遺跡は失われてしまうことが前提であることも忘れてはなりませ

ん。わたしたちはこうした事実を真摯に受け止め、本市の文化財保護について皆さんと

ともに考え、地域の歴史や文化を守り伝えていきたいと思います。

　本書がこうした活動のきっかけの一つとなり、より多くの方々に本市の歴史や文化を

守り伝えていくことの大切さを知っていただく一助となれば幸いです。

　　平成 30 年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　教育長　二見　俊一
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第Ⅰ章　遺跡周辺の環境

第 １ 節 　 地 理 的 環 境

　 宮 崎 市 は、 宮 崎 平 野 南 部 の 大 淀 川 下 流 域 に 位 置 し て い る。 市 域 は、 大 き く、 九 州 山 地 や 鰐 塚 山 地

に 含 ま れ る 山 間 部 と、 大 淀 川 河 口 周 辺 に ひ ろ が る 平 野 部 か ら な る。 平 野 部 は、 山 間 部 か ら 派 生 し て

伸 び る 低 丘 陵 や、 主 に 大 淀 川 の 作 用 に よ っ て 形 成 さ れ た 沖 積 平 野 か ら な っ て お り、 沖 積 平 野 部 は 旧

河 道 部 分 の 低 湿 地、 自 然 堤 防 な ど の 微 高 地 が 複 雑 に 入 り 組 ん だ 地 形 を な し て い る。 ま た、 平 野 部 の

海 岸 沿 い に は 4 本 の 砂 丘 列 が 発 達 し て お り、 そ れ ぞ れ の 砂 丘 列 後 背 に は 低 地 が 存 在 す る。 河 川 は、

上 記 大 淀 川 が 市 街 地 中 心 を 貫 流 し 太 平 洋 へ 注 い で い る ほ か、 石 崎 川、 新 別 府 川、 八 重 川、 清 武 川、

加 江 田 川 な ど 複 数 の 河 川 が 流 れ て い る。

　 北 中 遺 跡 は、平 野 部 の 海 岸 近 く、大 淀 川 と 新 別 府 川 に 挟 ま れ た、現 宮 崎 市 街 地 中 心 部 一 体 に 広 が っ

て い た 微 高 地 の 一 部 と 考 え ら れ る が、 そ の 中 で も も っ と も 海 に 近 い 場 所 に あ り、 海 方 向 に 向 か っ

て 岬 状 に 突 出 す る よ う な 場 所 の 突 端 付 近 に 立 地 し て い る。 遺 跡 の す ぐ 北 側 に は 新 別 府 川 が 流 れ て お

り、 河 口 ま で の 距 離 は 約 1.1km で あ る。 遺 跡 は 新 別 府 川 河 口 付 近 を 望 む 海 に 向 か っ て 開 け た 場 所 で

あ っ た も の と 考 え ら れ る。 遺 跡 の 立 地 す る 微 高 地 上 の 標 高 は 約 5m、 周 辺 の 低 地 の 標 高 は 約 3 〜 4

ｍ で あ る。 新 別 府 川 を 挟 ん だ 北 側 に は、 上 記 の 4 本 の 砂 丘 列 の う ち も っ と も 内 陸 に 位 置 す る 第 1 砂

丘 南 端 が 迫 っ て い る。

第 ２ 節 　 歴 史 的 環 境

　 北 中 遺 跡 周 辺 で は、 主 に 北 中 遺 跡 の 所 在 す る 沖 積 微 高 地 上 と 海 岸 沿 い に 発 達 す る 砂 丘 列 上 を 中 心

に 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 が 確 認 さ れ て い る。 ま た、 近 年 で は 砂 丘 間 低 地 で も 調 査 が 実 施 さ れ、 徐 々 に 埋

蔵 文 化 財 包 蔵 地 の 存 在 が 明 ら か と な っ て き て い る。

　 周 辺 で も っ と も 古 い の は 第 1 砂 丘 上 の 平 原 遺 跡 で、 縄 文 時 代 の 市 来 式 土 器 が 確 認 さ れ た と い わ れ

て い る。 弥 生 時 代 に は 遺 跡 が 増 加 し、 第 1 砂 丘 上 で は、 前 期 の 小 児 用 甕 棺 が 確 認 さ れ た 檍 遺 跡 な ど

が 確 認 さ れ て い る。 沖 積 微 高 地 上 で は、 中 期 末 か ら 後 期 初 頭 の 周 溝 状 遺 構 が 確 認 さ れ た 大 町 遺 跡、

浮 ノ 城 第 2 遺 跡 な ど が あ る。 ま た 低 地 で は 弥 生 期 の も の と さ れ る 水 田 跡 が 検 出 さ れ た 浮 ノ 城 遺 跡、

中 期 末 か ら 後 期 初 頭 の 周 溝 状 遺 構 や 掘 立 柱 建 物 が 確 認 さ れ た 中 須 遺 跡 な ど が あ る。

　 古 墳 時 代 の 遺 跡 も 同 様 に、 沖 積 微 高 地 と 砂 丘 上 を 中 心 に 展 開 し て い る。 今 回 報 告 の 北 中 遺 跡 の ほ

か、 大 町 遺 跡、 浄 土 江 遺 跡 な ど が 沖 積 微 高 地 上 に 確 認 さ れ て お り、 古 墳 時 代 後 期 を 中 心 と す る 集 落

が 存 在 し た こ と が 明 ら か と な っ て い る。 古 墳 に つ い て は、 新 別 府 川 を 望 む 第 1 砂 丘 南 端 に あ り、 宮

崎 市 域 最 古 の 前 方 後 円 墳 と さ れ る 檍 1 号 墳 （52 ｍ ） や、 中 期 の 滅 失 古 墳 周 溝 が 確 認 さ れ た 江 田 原

第 3 遺 跡、 後 期 後 半 の 地 下 式 横 穴 墓 が 確 認 さ れ た 北 中 遺 跡、 大 町 遺 跡 の ほ か、 現 宮 崎 駅 周 辺 に 詳 細

不 明 な が ら 内 行 花 文 鏡 や 銀 装 馬 具 が 出 土 し た 広 島 古 墳 群 が 存 在 し て お り、 古 墳 時 代 を 通 し て 古 墳 の

築 造 が お こ な わ れ て い た と 考 え ら れ る。

　 古 代 で は、 宮 脇 第 2 遺 跡、 浄 土 江 遺 跡、 北 中 遺 跡 に お い て 住 居 跡 が 確 認 さ れ て い る。 こ の 他 は 目

立 っ た 遺 構、 遺 物 は こ れ ま で に 確 認 さ れ て お ら ず、 古 代 の 北 中 遺 跡 周 辺 に つ い て は 明 ら か で な い 部

分 が 多 い。 し か し、 新 別 府 川 北 側 の 砂 丘 上 に あ る 猿 野 遺 跡 で 古 代 瓦 が 出 土 し て お り、 古 代 に お い て

も 当 地 域 周 辺 の 重 要 性 が 伺 わ れ る。

　 中 世 に は、 海 岸 に 近 い 低 地 に あ る 池 開 ・ 江 口 遺 跡 に お い て、15 世 紀 代 の 居 館 が 確 認 さ れ、 輸 入

青 磁 や 染 付 な ど が 多 く 出 土 し た。 近 世 の 様 相 に つ い て は、 ほ と ん ど 明 ら か で な く、 散 布 地 で あ る 城

元 遺 跡 の ほ か、 試 掘、 確 認 調 査 に お い て 当 該 時 期 の 遺 構 や 遺 物 が 点 的 に 知 ら れ る 程 度 で あ る。
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原ノ前

公
園

立野

浮之城

八杖

ち
び

前田

前浜

崎
・
神
宮
線

国
道

１

公園

野
緑
地
広
場

新
別

大島町

島
南
窪
墓
地

公
園

波
島
街
区

Ｗ

片
平

街
区
公
園

北
原
児
童
遊
園

下
城

崎

恒久三丁目

城

崎

街
区
公
園

プ

ル

県道宮崎港

城ヶ崎三丁目

大
淀
大
橋

城

崎
一
丁
目

城ヶ崎二丁目

田街区公園

日
豊
本
線

鶴田橋

城ヶ崎北

街区公園
水流田

第２鶴田橋

鶴

県
道
城

崎

子
供
会
な
か
よ
し
広
場

下
城

崎

・
清
武
線

恒久四丁目

片平公園

公園

宮崎停車場線

・

中ノ又街区公園

城ヶ崎高架橋

城ヶ崎四丁目

鶴
田
川
樋
管

古川橋

川

大淀川

小
戸
之
橋

緑地広場
出来島

出来島町檍
揚
水
樋
管

大淀川緑地

赤
江

大
橋

出来島
街区公

2

公園

大
淀
大
橋

橘公園

松山二丁目

Ｗ

吾妻町

瀬
頭
町

出来島町

前原町

永楽町

公
園

プール

Ｗ

潮見町

後田川緑道

第
１
砂
丘

ち
び

こ
広
場

ちちちち
びびびび

２２２号号号緑緑緑地広場
江田原

大
田

島島島
緑緑緑緑
地地地
公公公公公
園園園園園園

（建築中）

（建築中中中））

プール

テニスコート

檍
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

広
場

江
田
原
ふふ
れれれ
ああ
いい

薗田薗田薗田

江
田
原
墓
地
霊
園

麓

城元

紅紅葉苑葉苑葉苑緑地広場地広場

ささささ
くくく
ら
公
園

江田原ふれあい広場広場広場

江江田原

吉村町村町村町

公園

南窪

公
園園

江田原田原

大
島
町町町町

南南
窪窪窪窪
緑緑緑緑
地地
広広広
場場

（建築中）（建築中）（建築中）

鳥居原
公
園
墓
地

鳥
居
原

公園

江田原

島
南
窪窪
墓
地

公
園

波
島
街
区第

１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

（建築中）第
１
砂
丘

（建築中）（建築中）第
１
砂
丘

（建築中）（建築中）第
１
砂
丘

（建築中）第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
１
砂
丘

第
２
砂
丘

別府町遺跡 ( 弥生･中世 )

旭２丁目遺跡 ( 弥生･中近世 )

浄土江遺跡 ( 古墳･古代 )
曽師遺跡 ( 古墳 )

宮脇第２遺跡 ( 古墳･古代 )

宮脇遺跡 ( 古代 )

大町遺跡 ( 弥生･古墳 )

大町第２遺跡 ( 古墳･古代・近世 )

西中第２遺跡 ( 近世 )

北中第２遺跡 ( 弥生･古墳 )

下藪遺跡 ( 古墳 )

今村遺跡 ( 古墳 )

今村前遺跡 ( 古墳 )

下別府一字一石経塚 ( 近世 )

中原遺跡 ( 古墳 )

柿本遺跡 ( 弥生･古墳 )

北中遺跡 (古墳･古代･中世･近世 )

北中第３遺跡 (中近世 )

上西中遺跡 ( 弥生･古墳 )
西中遺跡

引土遺跡
上無田堤遺跡 ( 弥生･古墳 )

庵ノ山遺跡

中無田遺跡 ( 弥生 )

檍小学校遺跡 ( 弥生･古墳 )
麓第１遺跡 ( 古墳 )

麓第２遺跡 ( 古墳 )

麓第３遺跡 ( 古墳･古代 )

池開･江口遺跡 ( 中近世 )

檍遺跡 ( 弥生 )

檍１号墳

江田原第２遺跡 ( 弥生･古墳 )

江田原第１遺跡 ( 弥生～古代 )

江田原第３遺跡 ( 古墳 )

浮ノ城遺跡 ( 弥生・古代）

浮ノ城第２遺跡 ( 弥生～古代 )

権現町遺跡 ( 弥生・古墳 )

権現町第２遺跡

原ノ島遺跡 ( 弥生 )

立野遺跡 ( 弥生・古墳 )

平原第２遺跡 ( 弥生･古墳 )

平原第１遺跡 ( 弥生･古墳 )
中園遺跡 ( 弥生･古墳･近世 )

檍北小学校校庭遺跡 ( 古代 )

城元遺跡 ( 近世 )

檍３号墳

恒久北原遺跡 ( 中世 )

赤江町古墳

新別府川

大　淀　川

第1図　周辺の遺跡(S=1:20000)

北中遺跡

宮崎市

1Km0

− 2−



第Ⅱ章　調査に至る経緯と経過
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北中緑地公園
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瀬戸
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内柿元
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第2図　北中遺跡の範囲と調査区の位置(S=1:3000)

新別府川→

微高地と低地の境界(推定)

北中遺跡の範囲

4次調査区

0 100m

1次
調査区

2次調査区

3次調査区

5.4

4.5

北
中
公
民
館

北
山
神
社

4.2

4.2

4.4

4.4

瀬頭一丁目

旭
二
丁
目 瀬頭二丁目

主要地方道宮崎・島之内線

Ｗ

プ

ル

堀川町

後
田
川
緑
道

曽師中緑地

宮
崎
停
車
場
線

・

瀬
頭
自
転
車
歩
行
者
道

本
線

日
豊

別
府
町

栄町街区公園

県
道
宮
崎
港

老松一丁目

場線

Ｗ

6

老松二丁目

広
島
二
丁
目

アーケード
アーケードア

ケ

ド

中村園芸場つつじ園

錦町
高千穂通二丁目

Ｗ

昭
和
町

浄土江町

グラウンド

吉
村
町

平
田

宮崎駅東一丁目

Ｗ

文化の森宮崎中央公園

Ｗ

S

テニスコート

Ｗ

宮崎駅東二丁目

宮脇町

グラウンド

大和町

6.0

宮ノ前

宮ノ脇

宮ノ脇緑地広

孫堀

高
千
穂
通
一
丁
目

中村園芸場つつじ園

高
千
穂
通
二
丁
目

（建築中）
錦町

丸島町

崎
工
業
高
等
学
校

本
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

宮崎駅東二丁目

大和町

宮崎駅東三丁目

青葉町
下原墓地

別府原

大曲

大王町

曽師前

曽師中

大町

堂ノ後

一の宮町

吉村町

中
原
墓
地

下
り
松

曽師町

ちびっ子広場

図公

吉村町

中原

大
町
前

街
区
公
園

翠ヶ岡緑地広場

大町前

西中

主要地方道宮崎・島之内線

下り松

ハシデ

一の宮町

主
要
地
方
道
宮

下別府

南今村

中原

長田

寺ノ前

寺の下

今村

前田

日ノ出町

主要地方道宮崎インター・佐土原線

稗原

南浜田

稗原町

新栄町

（造 中）成

港
二
丁
目

乗船場

宮
崎
港

新栄１号橋

プール

今
村
ち
び

子

今村前

広
場

吉村町

吉村１号下水路

前田南橋

尻溝

下藪
今村橋

港
三
丁
目

一ッ葉入江

一

葉
有
料
道
路

一ッ葉橋

昭栄町

造（ ）中成

前
田
川

前田川樋門

一ッ葉防潮堰
管理橋

宮崎市中央卸売市場

新別府川

前
浜

新
別
府
町

一

葉
橋

江
田
川
樋
門

阿波岐原森林公園

江田川第一樋門

S

平塚

（建築中）

上西中
緑地広場

上西中

ち
び

子
広
場

下
水
路

号

吉
村
１

北中
グ
ラ
ウ
ン
ド

ち
び

子
広
場

久保田

北中緑地公園

瀬戸

新
別
府
川

内柿元

南田

新
別
府
橋

南田墓地霊園

沖向

雀田

下和田

上
和
田

S

S

S

新
一

葉
橋

架
橋

高洲町
高
洲
高

高洲
ふれあい
広場

中
西
町

一

葉
大
橋

S

S丸島

S

S

・
佐
土
原
線

S

S

S

高洲町

高洲ふれあい広場

中西町

主
要
地
方
道
宮
崎
イ
ン
タ

田代町

三角公園
田代町

消波ブロック

S

Ｗ

終
末
処
理
場
排
水
樋
管

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

S

大淀川

消
波
ブ
ロ

ク

宮
崎
港
水
門

消波ブロック

S

S

S

消波ブロック

消波ブロック

消波ブロック

S

S

宮
崎
港
水
門
橋

港東二丁目

港東一丁目

蟹町橋

吉
村
町

小
戸
街
区
公
園

港一丁目

宮
崎
港

小
戸
町

中西町

中西
街区公園

中西緑地広場

中西町

宮
崎
イ
ン
タ

・
佐
土
原
線

ち
び

子
広
場

田代町

後田川緑道

吉村町

小戸町

日之出橋

プール

後田川
旭
水
路
樋
管

引土

新城町

（建築中）

吉村町

北原
西田

冬治

ちびっ子広場

中無田

上無田堤

正光寺前

正光寺前
緑地広場

上無田

島田

浮之城橋

柳丸排水樋門

２号緑地広場

府
川

新
別

浮之城樋管

大田ヶ島

江田原

大
田

島
緑
地
公
園

案野山
街区公園

プール
プール

冬治

坂
元
橋

（建築中）

日向学院第二グラウンド

吉村町
坂元

井手ノ中

檍橋

菅原

（建築中）

プール

プール

テニスコート

江田原 檍
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

広
場

江
田
原
ふ
れ
あ
い

薗田

江
田
原
墓
地
霊
園

麓

山宮

江口

島
之
内
線

新別府町

前
浜
橋

川新田

池開

江
田
川

船戸

船
戸
橋

S

阿
波
岐
原
森
林
公
園

前浜

一

葉
有
料
道
路

城元

主
要
地
方
道
宮
崎
・

堂前

稲荷田

土田

プール

藤
仁
ふ
れ
あ
い
農
園

薦
藁
橋

薦藁

久保田

江
田

号
橋

９

（建築中）

阿
波
岐
原
森
林
公
園

６

江
田
　
号
橋

竹割

阿波岐原町

子供広場

前浜２号緑地広場
前浜

ニュータウン一ツ葉

前
浜
緑
地
広
場

自動車運転免許試験場

一ッ葉緑地広場

浮之城上橋

吉村町

原見樋門

浮之城

天神前

街区公園

原見橋

川

紅葉苑緑地広場

平原

平
原
墓
地
霊
園

北ノ原

江田原ふれあい広場

江田原ふれあい広場

さ
く
ら
公
園

街
区
公
園

天
神
前

江田原ふれあい広場

江田原

吉村町

公園

南窪

公
園

大
島
町

南
窪
緑
地
広
場

（建築中）

鳥居原
公
園
墓
地

鳥
居
原

公園

江田原

プール

Ｗ

坂元

中園

竹割川樋門

江田５号橋竹割川

宝
財
橋

宝財

青木
乗広

ち
び

こ
広
場

請田

江田４号橋

江田２号橋

前田３号橋

江平中町

錦本町 宮錦

街区公園
牟田町

江
平
自
転
車
歩
行
者

野球場

テニスコート

テニスコート

日
豊
本
線

下原ふれあい広場

街区公園
下原

下原町

境目

沖ノ原

カリタスの園

Ｗ
Ｗ

県
営
青
葉
台
団
地

建
築
中

江
平
東

街
区
公
園

江
平
東
町

柳丸
緑地

柳丸街区公園

（建築工事中）

江平東二丁目

（建築中）

柳丸町

公園

柳丸緑地

ちびっこ広場

引土街区

（建築

新
城
街
区
公
園

北権現町

権現町

浮之城町

プール

江平東二丁目

江
平
自
転
車
歩
行
者
道

神宮東二丁目

市営墓地

北権現町

権現町
浮之城町

十文字

日
本
中
央
競
馬
会
宮
崎
育
成
牧
場

正町

テニスコート

Ｗ

原ノ島

原ノ前

公
園

立野

浮之城

八杖

ち
び

前田

前浜

崎
・
神
宮
線

国
道

１

公園

野
緑
地
広
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新
別
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島
南
窪
墓
地
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島
街
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片
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北
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児
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遊
園

下
城
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恒久三丁目

城

崎

街
区
公
園

プ

ル

県道宮崎港

城ヶ崎三丁目

大
淀
大
橋
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崎
一
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目

城ヶ崎二丁目

田街区公園

日
豊
本
線

鶴田橋

城ヶ崎北

街区公園
水流田

第２鶴田橋

鶴

県
道
城

崎

子
供
会
な
か
よ
し
広
場

下
城

崎

・
清
武
線

恒久四丁目

片平公園

公園

宮崎停車場線

・

中ノ又街区公園

城ヶ崎高架橋

城ヶ崎四丁目

鶴
田
川
樋
管

古川橋

川

大淀川

小
戸
之
橋

緑地広場
出来島

出来島町檍
揚
水
樋
管

大淀川緑地

赤
江

大
橋

出来島
街区公

2

公園

大
淀
大
橋

橘公園

松山二丁目

Ｗ

吾妻町

瀬
頭
町

出来島町

前原町

永楽町

公
園

プール

Ｗ

潮見町

後田川緑道

第
１
砂
丘

第
２
砂
丘

別府町遺跡 ( 弥生･中世 )
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第Ⅱ章　調査に至る経緯と経過

第 1 節 　 調 査 に 至 る 経 緯

　 平 成 26 年 5 月 12 日、 カ ト リ ッ ク 教 会 の 建 設 に と も な い、 宮 崎 市 吉 村 町 北 中 甲 1238 番 地 に お け る

埋 蔵 文 化 財 所 在 の 有 無 に つ い て 照 会 が な さ れ た。 当 該 地 は、 周 知 の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 で あ る 「北 中

遺 跡」の 隣 接 地 で あ る た め、平 成 26 年 6 月 30 日 〜 7 月 7 日 に か け て 試 掘 調 査 を 実 施 し た。 そ の 結 果、

古 墳 時 代 の 遺 構 を 中 心 と す る 多 数 の 遺 構 や 遺 物 が 確 認 さ れ た。

　 そ の た め、 事 業 者 と の 埋 蔵 文 化 財 に 関 す る 協 議 を 重 ね た が、 建 物 建 築 の 工 法 な ど と の 兼 ね 合 い か

ら、 一 部 の 遺 構 に つ い て 破 壊 を 免 れ な い 状 況 で あ っ た。 し た が っ て、 建 物 の 建 築 に と も な っ て 遺 構

に ま で 影 響 の 及 ぶ 範 囲 で あ る 約 550 平 方 メ ー ト ル を 対 象 に 本 発 掘 調 査 を 実 施 す る こ と と な っ た。 現

地 に お け る 発 掘 調 査 は 平 成 26 年 9 月 29 日 か ら 平 成 27 年 1 月 30 日 ま で、 現 地 調 査 終 了 後 の 整 理 作

業 は 平 成 27 年 9 月 1 日 か ら 平 成 28 年 1 月 19 日、 平 成 28 年 9 月 1 日 か ら 平 成 28 年 10 月 14 日 の 期

間 実 施 し た。

第 2 節 　 調 査 の 経 過

　 調 査 は、バ ッ ク ホ ウ に よ る 表 土 掘 削 の 後、作 業 員 に よ る 人 力 で の 遺 構 検 出、遺 構 掘 削 を 実 施 し た。

掘 削 の 進 ん だ 遺 構 に つ い て は、 順 次、 調 査 員 に よ る 手 測 り や ト ー タ ル ス テ ー シ ョ ン を 用 い た 実 測 作

業、 フ ィ ル ム カ メ ラ、 デ ジ タ ル カ メ ラ に よ る 写 真 撮 影 に よ っ て 記 録 作 業 を 実 施 し た。 合 わ せ て、 調

査 区 全 体 お よ び 周 辺 の 地 形 を 記 録 す る た め の 空 中 写 真 撮 影 も お こ な っ た。
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第Ⅲ章　調査の成果

第 1 節 　 調 査 成 果 の 概 要

　 今 回 の 調 査 で 確 認 さ れ た 遺 構、遺 物 は 主 に 古 墳 時 代 に 属 す る も の で あ っ た。 古 墳 時 代 の 遺 構 に は、

竪 穴 建 物 12 軒、掘 立 柱 建 物 5 棟、土 坑 3 基、溝 状 遺 構 4 条 が あ る。 こ の ほ か、古 代 の 溝 状 遺 構 2 条、

中 世 の 掘 立 柱 建 物 1 棟、 溝 状 遺 構 3 条、 近 世 の 溝 状 遺 構 1 条 な ど が 確 認 さ れ た。

　 遺 物 は 各 遺 構 か ら 出 土 し て お り、 古 墳 時 代 の 遺 物 は 土 師 器、 須 恵 器 を 中 心 と し て、 鉄 製 品 や 滑 石

製 臼 玉、 有 孔 円 板、 土 玉 な ど が あ る。 古 代、 中 世 の 遺 物 に は 土 師 器、 須 恵 器 な ど が あ る。

第 2 節 　 基 本 土 層

　 今 回 調 査 区 で は、 現 地 表 面 下 に 表 土 （ 第 34、44、46、67 図 の Ⅰ 層 ） が あ り、 そ の 下 層 に 遺 物 包

含 層 で あ る 暗 褐 色 粘 質 土 層 （ 第 34、44、67 図 の Ⅱ 層 ） が 堆 積 す る。 遺 構 検 出 面 は こ れ ら の 層 下 で

検 出 さ れ る 黄 褐 色 粘 質 土 で あ る。 こ の 黄 褐 色 粘 質 土 層 は 周 辺 の 沖 積 微 高 地 上 に 広 く 認 め ら れ る 土 層

で あ り、 台 地 上 で の ア カ ホ ヤ 火 山 灰 層 に 相 当 す る 面 と み ら れ る。 こ の 下 層 に は 砂 質 土 が 厚 く 堆 積 し

て お り、 黄 褐 色 粘 質 土 と 類 似 す る 砂 質 土 か ら 白 色 砂 質 土、 青 灰 色 砂 質 土 へ と 次 第 に 色 調 が 変 化 し て

い る。 こ れ ら 砂 質 土 間 に は、 一 部 に 暗 褐 色 砂 質 土 が 間 層 と し て 認 め ら れ る が、 こ れ は、 い わ ゆ る ク

ロ ス ナ 層 に 相 当 す る 可 能 性 が あ る。 こ の ほ か に 薄 い 粘 質 土 層 が 間 層 と し て 認 め ら れ る。 こ れ ら 厚 く

堆 積 す る 砂 質 土 層 の 下 に は 小 礫 か ら な る 層 が 存 在 す る。

　 遺 構 は、 お お む ね 黄 褐 色 粘 質 土 下 層 の 砂 質 土 層 中 ま で 掘 り 込 ま れ て お り、 近 世 に 構 築 さ れ た 溝 状

遺 構 13 の み が 砂 質 土 層 下 層 の 礫 層 ま で 達 し て い る。 本 報 告 で は、 遺 構 検 出 面 で あ る 黄 褐 色 粘 質 土

層 以 下 の 地 山 に 言 及 す る 際、 便 宜 上、 黄 褐 色 粘 質 土 を 地 山 土、 白 色 砂 質 土 を 地 山 砂、 青 灰 砂 質 土 を

青 砂 と 略 し て 号 す る こ と と す る。

第 3 節 　 竪 穴 建 物

　 竪 穴 建 物 12 軒 を 検 出 し た。 全 て 古 墳 時 代 の 建 物 で あ り、 時 期 は 概 ね 5 世 紀 後 半 〜 6 世 紀 末 の 間

に 収 ま る。 主 に 調 査 区 の 東 側 に 偏 っ て 分 布 し て い る。 検 出 し た ほ と ん ど の 竪 穴 建 物 で は、 検 出 面 か

ら 0.6m 程 度 掘 り 込 ま れ て お り、 残 存 状 態 は 良 好 で あ る。 以 下、 竪 穴 建 物 に つ い て 詳 細 を 述 べ る。

竪穴建物（SA）2（第 4 図、 第 5 図）　 調 査 区 南 西 部 に 位 置 す る。 方 形 の 竪 穴 建 物 で あ る。 溝 状 遺 構

14 を 切 り、掘 立 柱 建 物 31 に 切 ら れ て い る。 ま た、建 物 の 中 心 か ら や や 東 寄 り を 現 代 の 排 水 管 が 通 っ

て お り、 そ の 部 分 は 未 掘 で あ る。 規 模 は、 長 軸 4.8m、 短 軸 4.0m で あ る。 検 出 面 か ら 0.4 ｍ 程 掘 り

下 げ た と こ ろ で 貼 床 （8 層） を 検 出 し た。 貼 床 は 地 山 土 が 混 じ っ た 砂 質 土 で あ り、 硬 化 す る 箇 所 等

は 認 め ら れ な か っ た。 検 出 面 か ら 掘 方 ま で の 最 大 深 は 0.66m で あ っ た。 柱 穴 や 火 処 等 の 建 物 内 遺 構

は 確 認 で き な か っ た。 な お、 建 物 南 東 隅 に 一 部 張 り 出 す 部 分 が あ る が、 掘 立 柱 建 物 31 の 掘 り 込 み

を 建 物 2 の コ ー ナ ー 部 と 誤 認 し て 掘 削 し て し ま っ た 可 能 性 も あ り、 竪 穴 建 物 2 の 本 来 の 形 態 か は 不

明 で あ る。 建 物 の 埋 土 は、 地 山 土 を 含 む 2 層 以 下 と 含 ま な い 1 層 に 大 き く 分 か れ て い た。

　 遺 物 は 主 に 床 面 直 上 と や や 浮 い た 位 置 で 出 土 し た。 南 西 部 に 集 中 す る 傾 向 が あ る。1 か ら 5 は 土

師 器 で あ る。1 か ら 3 は 模 倣 坏 蓋 で、 天 井 部 と 口 縁 部 の 境 界 は 明 瞭 で 段 を な し て い る。4 は 小 形 球

形 胴 甕 で あ る。 丸 底 で 口 縁 部 は 外 方 に 短 く 開 い て い る。5 は 甑 で あ る。 つ つ ぬ け タ イ プ で 内 外 面 と

も に 粘 土 紐 接 合 痕 跡 が 明 瞭 で あ る。6 か ら 8 は 須 恵 器 で あ る。6 は 坏 蓋 で あ る。 天 井 部 と 口 縁 部 の
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境 界 は 不 明 瞭 で、 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

は 天 井 部 の 中 ほ ど ま で 施 さ れ て い

る。7 は 坏 身 で あ る。 口 縁 部 立 ち 上

が り は 短 く 内 傾 し て い る。 回 転 ヘ

ラ ケ ズ リ は 底 部 周 辺 に の み 認 め ら

れ る。8 は 高 坏 で あ る。 短 い 脚 部 に

方 形 の 透 孔 が あ る。9 は 刀 子 で あ る。

刃 部 か ら 茎 部 の 破 片 で、 関 は 両 関

と み ら れ る。10、11 は 敲 石 で あ る。

特 に 11 は 敲 打 痕 が 顕 著 で 全 面 に 認

め ら れ る。

　 本 遺 構 出 土 遺 物 は、 古 墳 時 代 後

期 後 半、6 世 紀 後 半 （MT85 か ら

TK43 型 式 期、今 塩 屋 編 年 6 か ら 7 期）

に 位 置 付 け ら れ、 本 遺 構 の 帰 属 時

期 も 同 様 に 考 え ら れ る。

竪 穴 建 物（SA）10（ 第 6 〜 10 図、

第 12 図、 第 14 図 ）　 調 査 区 中 央 東

側 に 位 置 す る。 竪 穴 建 物 11 と 重 な

る よ う に 検 出 さ れ た、 方 形 の 竪 穴

建 物 で あ る。 竪 穴 建 物 11、 溝 状 遺

構 21 を 切 っ て お り、 溝 状 遺 構 5、

溝 状 遺 構 8、 掘 立 柱 建 物 4 に 切 ら れ

て い た。 竪 穴 建 物 11 と は 埋 土 が 非

常 に 似 通 っ て お り、 両 者 の 境 界 を

平 面 で 確 認 す る こ と は 困 難 で あ っ

た。 そ の た め、 本 建 物 の 上 端 ラ イ

ン の 竪 穴 建 物 11 と の 重 複 部 分 は、 土 層 確 認 用 の ベ ル ト で 確 認 さ れ た 部 分 な ど を 除 い て 不 明、 あ る

い は 復 元 の ラ イ ン と な っ て い る。 同 様 に 柱 穴 な ど の 建 物 内 遺 構 の 所 属 に 関 し て も、 掘 削 時 に そ の 判

別 は 困 難 で あ っ た た め、 竪 穴 建 物 10 と 竪 穴 建 物 11 の 掘 削 後、 配 置 関 係 や 検 出 レ ベ ル な ど か ら の 検

討 を お こ な っ た。

　 規 模 は 長 軸 6.8m、 短 軸 6.2m で あ り、7m に は 届 か な い も の の、 大 型 の 竪 穴 建 物 と い え る。 上 述 の

よ う に、検 出 時 に は 平 面 形 の 確 定 が 困 難 で あ っ た こ と か ら、東 西 2 本、南 北 3 本 の ベ ル ト を 設 け て、

断 面 観 察 し つ つ 掘 り 下 げ を お こ な っ た。 検 出 面 か ら 0.45m 程 下 げ た と こ ろ で 貼 床 （15 層） を 検 出 し

た。 貼 床 面 に 硬 化 は 認 め ら れ な い が、 建 物 南 東 側 で 締 り の あ る 粘 性 の 高 い 黒 褐 〜 暗 褐 色 土 が 床 面 直

上 3 〜 5㎝ 程 の 厚 み で 部 分 的 に 検 出 さ れ た。 床 の 構 成 物 の 一 部 で あ っ た 可 能 性 も あ る が、 範 囲 も 明

確 で な い。 検 出 面 か ら 掘 方 ま で の 最 大 深 は 0.76 ｍ で あ っ た。

　 建 物 内 遺 構 は 柱 穴 7 基（柱 穴 1 〜 柱 穴 7）と 土 器 埋 設 炉 1 基 を 検 出 し た。 柱 穴 は、柱 穴 5 と 柱 穴 7、

柱 穴 3 以 外 は 掘 方 面 で 検 出 し た。 柱 穴 3 か ら は 高 坏 と 坏 が 意 図 的 に 配 置 さ れ た 状 態 で 出 土 し た。 そ
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第 5図　竪穴建物 2出土遺物実測図
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第 3 節　堅穴建物

の 出 土 状 況 は、 破 砕 し た 高 坏 （15） が 底 面 か ら 0.11m 程 浮 い た 位 置 で 折 り 重 ね ら れ、 そ の 上 に 完 形

の 坏 (12) が 口 縁 部 を 上 に し て 置 か れ た よ う な 状 態 で あ っ た。 断 面 観 察 で 柱 痕 が 確 認 さ れ て い な い

こ と か ら、 高 杯 と 杯 は 柱 抜 き 取 り 後 に 配 置 さ れ た 可 能 性 が 高 い。 ま た、 図 化 し て い な い が、 こ れ ら

遺 物 下 部 の 底 面 付 近 で は 拳 大 程 の 軽 石 が 出 土 し た。 上 述 し た 遺 物 と は 出 土 レ ベ ル が 異 な る た め、 土

器 と 共 に 埋 納 さ れ た も の で は な く、 柱 の 根 石 な ど と し て 用 い ら れ て い た 可 能 性 が あ る。 火 処 は、 土

器 埋 設 炉 1 基 を 検 出 し た。 建 物 中 央 の や や 南 側、b-bʼ 間 の ベ ル ト 内 に 位 置 し て い た た め、 周 囲 を 掘

方 面 ま で 掘 削 し た 後 に 検 出 で き た。 炉 体 土 器 に は 甕 が 据 え 付 け ら れ て い た が、胴 部 よ り 上 が 破 損 し、

そ の 一 部 が 北 東 側 に 流 れ て い る 状 態 で あ っ た。 掘 方 は 周 囲 を 先 に 掘 削 し て い た 関 係 上、 東 側 の 形 状

が 不 明 瞭 と な っ て い る が、 最 大 長 0.75m、 深 さ 0.29m 程 の 掘 り 込 み が 確 認 で き た。 な お、 こ の 土 器

埋 設 炉 は、 北 西 側 に あ る 最 大 長 0.43m、 深 さ 0.17m の 同 規 模 の 土 坑 を 壊 し て 構 築 さ れ て い た。 こ の

こ と か ら、 土 器 埋 設 炉 の つ く り 替 え が お こ な わ れ て い た 可 能 性 を 考 え た が、 土 坑 の 検 出 面 が 掘 方 面

で あ り、 貼 床 面 で 検 出 で き な か っ た こ と を 考 慮 す る と、 後 述 す る 竪 穴 建 物 11 の 建 物 内 遺 構 で あ っ

た 可 能 性 も あ る た め 断 定 は で き な い。 な お、 炉 体 土 器 は、 取 り 上 げ 後 の 破 損 が 著 し く 図 化 し て い な

い。

　 遺 物 は 基 本 的 に 埋 土 中 か ら 破 片 で 出 土 し た が、 脚 部 が 打 ち 欠 か れ た 須 恵 器 高 坏 （17） の み、 天 地

を 逆 に し て 建 物 北 東 隅 部 に 立 て 掛 け ら れ る よ う に 出 土 し た。 こ の 高 坏 は、脚 部 の 意 図 的 な 打 ち 欠 き、

建 物 隅 の 床 面 直 上 と い う 出 土 状 況 か ら、 意 図 的 に 置 か れ た 可 能 性 が 高 く、 本 建 物 を 廃 絶 す る 際 に 置

か れ た も の と 考 え ら れ る だ ろ う。 そ の 他 の 遺 物 は、 先 述 し た よ う に 埋 土 か ら の 出 土 で あ る が、 竪 穴

建 物 11 と 同 時 掘 削 し た 関 係 上、 出 土 位 置 を 記 録 し て い な い 遺 物 （14、19、20） の 帰 属 は 確 定 的 で

は な い こ と を 述 べ て お く。

　2、14 か ら 16 は 土 師 器 で あ る。12 は 坏 で 内 外 面 と も に ミ ガ キ が 施 さ れ る。14 は 模 倣 坏 身 で あ る。

坏 部 立 ち 上 が り は 僅 か に 内 傾 す る。15 は 高 坏 で あ る。 坏 状 の 坏 部 を 持 ち、 脚 部 は ス カ ー ト 状 に 開

い て い る。17、18 は 須 恵 器 で あ る。18 は 器 台 で あ る。 脚 部 片 で、 脚 端 部 は 丸 く 仕 上 げ ら れ て お り、

外 面 に は 櫛 描 波 状 文 が 認 め ら れ る。19、20 は 敲 石 で あ る。20 は 外 面 に 被 熱 に よ る 赤 化 が 認 め ら れ

る こ と か ら 金 属 加 工 具 の 可 能 性 が 考 慮 さ れ る。

　 本 遺 構 か ら 出 土 し た 遺 物 は、 古 墳 時 代 後 期 末、6 世 紀 末 （TK43 型 式 期、 今 塩 屋 編 年 7 期） に 位 置

付 け ら れ る。 本 遺 構 の 帰 属 時 期 も 同 様 に 考 え ら れ る。

竪穴建物（SA)11（第 6 〜 7 図、 第 11 〜 14 図）　 調 査 区 中 央 東 側 に 位 置 す る。 竪 穴 建 物 10 と 重 な る

よ う に 検 出 さ れ た。 端 正 な 方 形 の 竪 穴 建 物 で あ る。 竪 穴 建 物 10、 溝 状 遺 構 5、 溝 状 遺 構 8、 掘 立 柱

建 物 4 に 切 ら れ て い る。 大 部 分 を 竪 穴 建 物 10 に 切 ら れ て い る が、 四 隅 の コ ー ナ ー 部 は 全 て 残 存 し

て い た。 先 述 し た よ う に、 竪 穴 建 物 10 と 同 時 掘 削 後 に 建 物 内 遺 構 の 検 討 を お こ な っ た。

　 規 模 は、東 西 最 大 幅 7.0m、南 北 最 大 幅 7.3m で あ り 一 辺 が 7m を 超 え る 大 型 竪 穴 建 物 で あ る。主 軸 は、

ほ ぼ 真 北 を 向 い て い る。 竪 穴 建 物 10 の 項 で 述 べ た よ う に、 東 西 2 本、 南 北 3 本 の ベ ル ト を 設 け て、

断 面 観 察 し つ つ 掘 り 下 げ を お こ な っ た。 検 出 面 か ら 0.41 ｍ 程 下 げ た 部 分 で 貼 床（8 層）を 検 出 し た。

貼 床 面 の 硬 化 等 は 認 め ら れ な か っ た。 検 出 面 か ら 掘 方 ま で の 最 大 深 は 0.74m で あ っ た。

　 建 物 内 遺 構 は 土 坑 2 基 を 検 出 し た。 柱 穴 は 認 め ら れ な か っ た。 建 物 内 土 坑 1 は 建 物 北 東 隅 に 配 置

さ れ、長 さ 1.36m、幅 1.21m、深 さ 0.57m の 楕 円 形 で あ る。 建 物 内 土 坑 2 は、建 物 南 東 隅 に 配 置 さ れ、

長 さ 1.06m、 幅 1.05m、 深 さ 0.44m の 円 形 で あ る。 土 坑 1、2 と も に 遺 物 は 出 土 し て い な い。 こ の 2

基 の 土 坑 は、 形 態、 規 模、 建 物 隅 へ の 配 置 と い う 点 が 共 通 し て い る。 貯 蔵 穴 と し て の 用 途 を 推 定 し

− 8−
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1 層　暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりあり。

2層　暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりあり。地山土ブロック多く含む。

3層　暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりあり。1層とほぼ同質だが、地山土ブロッ

     ク多く含む。

4層　3層とほぼ同質土。

5層　黒褐色土（10YR3/2)  粘性、しまりあり。黒味のある粘質土。地山ブロック僅          

      かに含む。

6層　灰黄褐色土（10YR4/2)  粘性低い、しまり弱い。2層に似るが、炭化物等はほ　

　　　とんど含まない。

7層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。暗褐色土と地山砂が混じる。

　　　地山土ブロック多く混じる。

8層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。砂質土。青砂に暗褐色土が混

　　　じる土。

9層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。砂質土主体に暗褐色土混じる。

 1 層 暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりあり。土器粒、炭化物粒、軽石粒含む。

　　　最下面に褐色土が薄く層状に堆積する箇所あり。

2-1層 暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりあり。土器粒、炭化物、～ 2㎝程の軽石

　　　多く含む。地山土含む。

2-2層 2 層と同質だが、地山土ブロック多い。

 3 層 黒褐色土 (10YR2/2)  粘性高い。しまりあり。

 4 層 暗褐色土 (10YR3/4)　粘性あり。しまりあり。2層とほぼ同質だが、色調やや暗い。  

 5 層 黒褐色土 (10YR3/2)  粘性高い。しまりあり。地山土ブロックが多く混じる。

 6 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりあり。2層とほぼ同質だが、色調やや暗い。 

 7 層 暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。炭化物、土器粒含む。

 8 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。7層と似るが、色調暗い。

 9 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。8層と似るが、粘性が高い。

10 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。2層と似る。地山土ブロックを多量

　　　に含む。

11 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。2層とほぼ同質。炭化物、軽石等ほ　　

　　　とんど含まない。

12 層 暗褐色土（10YR3/3) 粘性低い。しまりなし。焼土含む。

13 層 黒褐色土（10YR3/2) 粘性高い。しまりあり。粘質土。

14 層 暗褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまりあり。暗褐色土と地山土が少量混じる。

15 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性、しまりあり。地山砂と暗褐色土を半々混じり合う。

16 層 明黄褐色土（10YR6/6) 粘性なし。しまり弱い。地山砂を主体とし、暗褐色土が

　　　少量混じる。鉄分含む。

17 層 暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。地山土ブロックを多く含む。

18 層 暗褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。砂質土に暗褐色土混じり。

SA11 SA10

柱穴 1 1層　黄褐色土 (10YR5/6) 粘性あり、しまり強い。明黄褐色ブロック含む。

柱穴 2 1層　にぶい褐色土（7.5YR5/4)  粘性あり、しまり強い。地山砂含む

柱穴 3 1層　黄褐色土（10YR5/6)  粘性あり、しまり強い。1㎝大の小石含む。

柱穴 5 1層  褐色土（7.5YR4/4) 粘性あり、しまり強い。粘質土ブロック多く含む。

2層　褐色土（10YR4/3)  粘性あり、しまり強い。地山砂含む。

柱穴 4 1層　褐色土（10YR4/4)  粘性あり、しまり強い。

　　

柱穴 6 1層　黄褐色土（10YR5/6)  粘性あり、しまり強い。明黄褐色ブロック含む。

25cm0 1:10

第 7図　竪穴建物 10、11 実測図②（S=1/60)

第 8図　竪穴建物 10、11 柱穴実測図

（S=1/40)

第 9図　柱穴 3遺物出土詳細図 (S=1/10)
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1層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性あり。しまり弱い。土器粒、炭化物、白色粒子含む。焼土

　　　多く含む。

2層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物粒含む。

3層　褐色土（10YR3/4) 粘性あり。しまり弱い。炭化物粒、地山土含む。

4層　暗褐色土（10YR3/3)　粘性、しまりあり。白色粒子を少量含む。　

5層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性あり。しまり弱い。地山土ブロック、黒褐色土粒を含む。

　　　暗褐色土と地山砂の混土層。

6層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 5層とほぼ同質土だが、地山砂の混じりが少ない。

7層　黒褐色土（10YR2/1)　粘性あり。しまりなし。炭、焼土を主体とし、暗褐色土が混じる。

　　　土器粒僅かに含む。本層中にも炉体土器片とみられる土器片含む。

8層　褐色土（10YR4/4)　粘性、しまりあり。炭化物粒、白色粒子を含む。

1層　にぶい褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり強い。地山土ブロック多く含む。

2層　にぶい褐色土（10YR5/3) 粘性低い。しまり弱い。砂質土。

3層　灰黄褐色土（10YR5/2) 粘性低い。しまり弱い。地山土ブロックを微量含む。

1層　褐色土（10YR4/4) 粘性低い。しまり強い。地山土ブロック少量含む。

2層　にぶい黄褐色土（10YR5/4) しまり弱い。地山土ブロック多く含む。

3層　オリーブ褐色土（2.5Y4/0) しまり弱い。地山土ブロックを微量含む。
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第 10 図　竪穴建物 10 土器埋設炉実測図（S=1/20)

第 11 図　竪穴建物 11 南壁遺物出土状況図

（S=1/20)

第 12 図　竪穴建物 11 北壁遺物出土状況図

（S=1/20)

第 13 図　竪穴建物 11 建物内土坑実測図

（S=1/40)
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1 層　暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりあり。

2層　暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりあり。地山土ブロック多く含む。

3層　暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりあり。1層とほぼ同質だが、地山土ブロッ

     ク多く含む。

4層　3層とほぼ同質土。

5層　黒褐色土（10YR3/2)  粘性、しまりあり。黒味のある粘質土。地山ブロック僅          

      かに含む。

6層　灰黄褐色土（10YR4/2)  粘性低い、しまり弱い。2層に似るが、炭化物等はほ　

　　　とんど含まない。

7層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。暗褐色土と地山砂が混じる。

　　　地山土ブロック多く混じる。

8層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。砂質土。青砂に暗褐色土が混

　　　じる土。

9層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。砂質土主体に暗褐色土混じる。

 1 層 暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりあり。土器粒、炭化物粒、軽石粒含む。

　　　最下面に褐色土が薄く層状に堆積する箇所あり。

2-1層 暗褐色土（10YR3/4)  粘性、しまりあり。土器粒、炭化物、～ 2㎝程の軽石

　　　多く含む。地山土含む。

2-2層 2 層と同質だが、地山土ブロック多い。

 3 層 黒褐色土 (10YR2/2)  粘性高い。しまりあり。

 4 層 暗褐色土 (10YR3/4)　粘性あり。しまりあり。2層とほぼ同質だが、色調やや暗い。  

 5 層 黒褐色土 (10YR3/2)  粘性高い。しまりあり。地山土ブロックが多く混じる。

 6 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりあり。2層とほぼ同質だが、色調やや暗い。 

 7 層 暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。炭化物、土器粒含む。

 8 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。7層と似るが、色調暗い。

 9 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。8層と似るが、粘性が高い。

10 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。2層と似る。地山土ブロックを多量

　　　に含む。

11 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。2層とほぼ同質。炭化物、軽石等ほ　　

　　　とんど含まない。

12 層 暗褐色土（10YR3/3) 粘性低い。しまりなし。焼土含む。

13 層 黒褐色土（10YR3/2) 粘性高い。しまりあり。粘質土。

14 層 暗褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまりあり。暗褐色土と地山土が少量混じる。

15 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性、しまりあり。地山砂と暗褐色土を半々混じり合う。

16 層 明黄褐色土（10YR6/6) 粘性なし。しまり弱い。地山砂を主体とし、暗褐色土が

　　　少量混じる。鉄分含む。

17 層 暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。地山土ブロックを多く含む。

18 層 暗褐色土（10YR4/3)  粘性、しまりなし。砂質土に暗褐色土混じり。

SA11 SA10

柱穴 1 1層　黄褐色土 (10YR5/6) 粘性あり、しまり強い。明黄褐色ブロック含む。

柱穴 2 1層　にぶい褐色土（7.5YR5/4)  粘性あり、しまり強い。地山砂含む

柱穴 3 1層　黄褐色土（10YR5/6)  粘性あり、しまり強い。1㎝大の小石含む。

柱穴 5 1層  褐色土（7.5YR4/4) 粘性あり、しまり強い。粘質土ブロック多く含む。

2層　褐色土（10YR4/3)  粘性あり、しまり強い。地山砂含む。

柱穴 4 1層　褐色土（10YR4/4)  粘性あり、しまり強い。

　　

柱穴 6 1層　黄褐色土（10YR5/6)  粘性あり、しまり強い。明黄褐色ブロック含む。

25cm0 1:10

第 7図　竪穴建物 10、11 実測図②（S=1/60)

第 8図　竪穴建物 10、11 柱穴実測図

（S=1/40)

第 9図　柱穴 3遺物出土詳細図 (S=1/10)

建物内土坑２

1

２ ３

4.3m

1m0 1:40

建物内土坑１

1
２

３

4.3m

4.5m

1
2

3

3
4

56
7

8

1

焼土範囲
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1層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性あり。しまり弱い。土器粒、炭化物、白色粒子含む。焼土

　　　多く含む。

2層　暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物粒含む。

3層　褐色土（10YR3/4) 粘性あり。しまり弱い。炭化物粒、地山土含む。

4層　暗褐色土（10YR3/3)　粘性、しまりあり。白色粒子を少量含む。　

5層　にぶい黄褐色土（10YR4/3)　粘性あり。しまり弱い。地山土ブロック、黒褐色土粒を含む。

　　　暗褐色土と地山砂の混土層。

6層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 5層とほぼ同質土だが、地山砂の混じりが少ない。

7層　黒褐色土（10YR2/1)　粘性あり。しまりなし。炭、焼土を主体とし、暗褐色土が混じる。

　　　土器粒僅かに含む。本層中にも炉体土器片とみられる土器片含む。

8層　褐色土（10YR4/4)　粘性、しまりあり。炭化物粒、白色粒子を含む。

1層　にぶい褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり強い。地山土ブロック多く含む。

2層　にぶい褐色土（10YR5/3) 粘性低い。しまり弱い。砂質土。

3層　灰黄褐色土（10YR5/2) 粘性低い。しまり弱い。地山土ブロックを微量含む。

1層　褐色土（10YR4/4) 粘性低い。しまり強い。地山土ブロック少量含む。

2層　にぶい黄褐色土（10YR5/4) しまり弱い。地山土ブロック多く含む。

3層　オリーブ褐色土（2.5Y4/0) しまり弱い。地山土ブロックを微量含む。

建物内土坑１

建物内土坑２

貼床

5.0m

13

17

推
定
壁
面

故
意
に
よ
る
壁
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の
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壊

50cm0 1:20

4.7m

→

50cm0 1:20

第 10 図　竪穴建物 10 土器埋設炉実測図（S=1/20)

第 11 図　竪穴建物 11 南壁遺物出土状況図

（S=1/20)

第 12 図　竪穴建物 11 北壁遺物出土状況図

（S=1/20)

第 13 図　竪穴建物 11 建物内土坑実測図

（S=1/40)

− 11 −



第 3 節　堅穴建物

第 14 図　竪穴建物 10、11 出土遺物実測図
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て お き た い。な お、本 建 物 か ら は 確 実 な 火 処 は 認 め ら れ な か っ

た が、 竪 穴 建 物 10 の 項 で 述 べ た 土 坑 が 竪 穴 建 物 11 の ち ょ う

ど 中 心 付 近 に 位 置 す る こ と を 踏 ま え る と、 竪 穴 建 物 11 に 帰

属 す る 炉 で あ っ た 可 能 性 が あ る。

　 遺 物 は、 完 形 の 模 倣 坏 蓋 （13） と 土 師 器 壺 （16） の 2 点 を

報 告 す る。 模 倣 坏 蓋 （13） は、 建 物 中 央 か ら や や 西 寄 り の 南

壁 近 く で、 受 部 を 上 に し て 据 え 置 か れ た 様 な 状 態 で 出 土 し

た。 な お、 そ の 前 面 の 建 物 壁 は、 幅 0.70m、 奥 行 0.15m 程 の

範 囲 で 抉 ら れ た 痕 跡 が あ っ た。 こ の 抉 り 部 前 面 の 建 物 床 面 で

は、 地 山 の 顕 著 な 散 ら ば り な ど が 確 認 で き な か っ た の で、 こ
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第Ⅲ章　調査の成果

第 14 図　竪穴建物 10、11 出土遺物実測図
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の 痕 跡 が ど の 段 階 で 形 成 さ れ た か は 定 か で は な い が、 据 え 置 か れ た 模 倣 坏 蓋 と の 有 機 的 な 関 係 も 想

定 さ れ る。 竪 穴 建 物 10 の 項 で 述 べ た 帰 属 が 明 確 で な い 遺 物 （14、19、20） が 本 遺 構 に 帰 属 す る 可

能 性 が あ る が 明 確 で な い。

　13 は、 天 井 部 と 口 縁 部 の 境 界 は 明 瞭 で、 口 縁 部 は や や 外 側 に 開 い て い る。16 は、 建 物 北 西 部 の

床 面 か ら 5 〜 10cm 程 浮 い た 位 置 で、口 縁 部 が 欠 損 す る も の の、一 個 体 分 が 炭 化 材 と 一 緒 に 出 土 し た。

土 師 器 壺 (16) は、 胴 下 部 に 最 大 径 が あ り、 口 縁 に 向 か っ て す ぼ ま っ た 形 態 で あ る。 内 面 の 粘 土 紐 接

合 痕 跡 が 明 瞭 で あ る。 模 倣 坏 蓋 と 土 師 器 壺 の 両 者 と も、 竪 穴 建 物 11 廃 絶 の タ イ ミ ン グ で 設 置 あ る

い は 廃 棄 さ れ た 可 能 性 が 高 い。

　 本 遺 構 か ら 出 土 し た 遺 物 は、 古 墳 時 代 後 期 後 半、6 世 紀 中 頃 （MT85 型 式 期、 今 塩 屋 編 年 6 期 ）

に 位 置 付 け ら れ る。 本 遺 構 の 帰 属 時 期 も 同 様 に 考 え ら れ る。

竪穴建物 22（SA）（ 第 15 〜 24 図 ）　 調 査 区 北 東 部 に 位 置 す る。 方 形 の 竪 穴 建 物 で あ る。 溝 状 遺 構

23 を 切 り、 溝 状 遺 構 13、 溝 状 遺 構 21 に 切 ら れ て い る。 溝 状 遺 構 13 に 北 側 を 削 平 さ れ て い る た め

南 北 の 正 確 な 長 さ は 不 明 で あ る が、 残 存 長 で 南 北 4.1m、 東 西 3.7m で あ る。 た だ し、 南 北 の 長 さ は

後 述 す る 地 床 炉 が 建 物 中 央 付 近 に あ っ た と 仮 定 す る と、4.2m 前 後 と 推 定 さ れ る の で、 あ ま り 大 き

な 削 平 は 受 け て い な い 可 能 性 が 高 い。 検 出 面 か ら 0.55m 程 掘 り 下 げ た 部 分 で 床 面 が 確 認 で き た が、

明 瞭 な 貼 床 は 認 め ら れ ず、 床 面 の 硬 化 も 認 め ら れ な か っ た。 検 出 面 か ら 掘 方 ま で の 最 大 深 は 0.57m

で あ っ た。

　 建 物 内 遺 構 は、 地 床 炉 １ 基、 柱 穴 ２ 基、 土 坑 1 基 （建 物 内 土 坑 １） を 検 出 し た。 主 柱 穴 は 認 め ら

れ な い。 地 床 炉 は 建 物 中 央 部 で 検 出 さ れ た。 規 模 は、 最 大 径 0.54m 程 の 不 整 円 形 で、 床 面 か ら の 深

さ 0.08m で あ る。 最 下 層 に は 焼 土 が み ら れ、 底 面 は 被 熱 し て い た。 建 物 内 土 坑 1 は 中 央 南 壁 際 に 位

置 す る。 規 模 は、 長 軸 0.7m、 短 軸 0.5m 程 の 不 整 楕 円 形 で、 床 面 か ら の 深 さ は 0.3m で あ る。

　 そ の 他、 建 物 内 で 検 出 さ れ た が 竪 穴 建 物 22 へ の 帰 属 が 不 明 瞭 な 遺 構 と し て、 土 坑 1 基 （建 物 内

土 坑 2）、 土 器 埋 設 炉 １ 基 が あ る。 建 物 内 土 坑 2 は 建 物 中 央 西 壁 に お い て 検 出 さ れ、 建 物 壁 面 に 沿

う よ う に オ ー バ ー ハ ン グ し た 掘 り 込 み が 幅 1.2m、 奥 行 き 最 大 0.2m 程 の 範 囲 で 確 認 さ れ た。 遺 物 は

出 土 し て い な い。 掘 り 込 み 部 は 東 西 ベ ル ト 上 に 位 置 し て い た た め 土 層 断 面 の 検 討 を し た が、 竪 穴 建

物 22 埋 土 と の 明 瞭 な 土 層 の 差 異 が な か っ た た め、 調 査 時 に は 屋 内 施 設 あ る い は 竪 穴 建 物 11 の よ う

な 壁 面 を 抉 っ た も の と し て 捉 え て い た。 し か し、 建 物 内 土 坑 2 周 辺 に は 遺 物 が 分 布 し な い こ と、 土

坑 埋 土 と み ら れ る 16 層 が 建 物 埋 土 の 18 層 を 切 っ て 掘 り 込 ま れ て い る よ う に 見 え る こ と か ら、 本 土

坑 は 15 層 堆 積 後、 あ ま り 時 間 を 空 け ず に 掘 り 込 ま れ た 別 遺 構 の 可 能 性 が あ る。 竪 穴 建 物 壁 面 に 何

ら か の 掘 り 込 み を も つ 事 例 に は、 北 中 遺 跡 2 次 調 査 で 確 認 さ れ た、 建 物 壁 面 を 利 用 し た 地 下 式 横 穴

墓 や 都 城 市 大 窪 第 1 遺 跡 SA2 で 確 認 さ れ た 横 穴 状 遺 構 な ど が あ る。 本 遺 構 で 確 認 さ れ た 土 坑 が ど う

い っ た 性 格 を も つ の か に つ い て は、 現 状 で 不 明 な 点 が 多 い が、 建 物 廃 絶 後 に そ の 壁 面 を 利 用 し て 構

築 さ れ た 何 ら か の 施 設 で あ る こ と は 間 違 い な い だ ろ う。

　 土 器 埋 設 炉 は、 建 物 北 東 部 で 検 出 さ れ た。 竪 穴 建 物 22 内 に お い て 検 出 さ れ た た め、 本 遺 構 に と

も な う 土 器 埋 設 炉 で あ る と の 認 識 で、 建 物 と と も に 調 査 を お こ な っ た。

　 炉 体 土 器 は、 口 縁 部 の 欠 け た 甕 が 用 い ら れ て お り、 胴 部 よ り 上 の 東 側 部 分 が 内 側 に 傾 い て い る 以

外 は 良 好 な 遺 存 状 態 で あ っ た。 炉 体 土 器 西 側 の 底 部 か ら 胴 部 に か け て は 拳 大 ほ ど の 軽 石 で 固 定 さ れ

て い た。 掘 方 は 北 側 を 溝 状 遺 構 13 に よ っ て 削 平 さ れ て い る た め 南 北 長 の 詳 細 が 不 明 で あ る が、 南

北 0.73m 以 上、 東 西 0.85m、 深 さ 0.26m 程 の 不 整 楕 円 形 と な る。 こ の 掘 り 込 み の 東 側 辺 は、 や や 開
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1 層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物粒、土器片含む。地山土含む。

2層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。1層とほぼ同質だが、色調がやや暗い。

3層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。白色粒子、土器片多く含む。

4層　暗褐色土（10YR3/4) 3 層とほぼ同質だが、地山土を含む。

5層　暗褐色土（10YR3/4) 3 層とほぼ同質。

6層　暗褐色土（10YR3/4) 5 層と似るが、やや明るい。土器片多く、炭化物、軽石粒、白色粒子含む。

7層　暗褐色土（10YR3/4) 6 層とほぼ同じだが、白色粒の含有多く、土器片少なく小粒。

8層　暗褐色土（10YR3/4) 5 層とほぼ同質だが、地山土の含有量多い。

9層　暗褐色土（10YR3/4) 8 層とほぼ同質だが、土器片、土器粒を含まない。

10 層 暗褐色土（10YR3/3) 15 層とほぼ同質だが、土器片、炭化物を含まない。

11 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。白色粒子、土器片多く含む。

12 層 暗褐色土（10YR3/4) 11 層とほぼ同質だが、地山土、地山粘土をブロックで含む。

13 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物粒、地山土、地山粘土ブロック含む。

14 層 暗褐色土（10YR4/4) 暗褐色土と地山砂混じりの土層。黒褐色土ブロックを含む。

15 層 暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物、地山粒を含む。ブロック状炭化物含む。

16 層 黒褐色土（10YR3/2) 粘性、しまりあり。土器片、軽石粒含む。大きな地山ブロックを多く含む。

17 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。地山砂と 16 層が混じった土層。軽石粒含む。

18 層 暗褐色土（10YR3/3) 15 層とほぼ同質だが、地山砂や貼床が混じり、やや明るい。土器多量に含む。

19 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。土器片含む。地山土ブロックを多量に含む。

20 層 暗褐色土（10YR3/3) 粘性高い。しまりあり。地山土含む。

1層　褐色土（10YR4/4) 粘性低い。しまりなし。砂質土。

2層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性高い。しまり強い。焼土を多く含む。

3層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性高い。しまり強い。焼土、褐色土を僅かに含む。

4層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性高い。しまり非常に強い。

5層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性高い。しまり非常に強い。褐色土を含む。

6層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性高い。しまり非常に強い。褐色土をブロックで含む。

7層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。褐色土および砂質土含む。

1層　暗褐色土（10YR3/4) 　粘性弱い、しまりなし。褐色ブロッ

　　　ク僅かに混じる。

2層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 　粘性弱い、しまりあり。焼土

　　　混じり。

8層　 暗褐色土（10YR3/4) 粘性あり。しまり弱い。褐色土、砂質土を含むが、7層

       より割合は少ない。

9-1 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性あり。しまり弱い。褐色土をまばらに含む。土器片

　　　 を多く含む。

9-2 層 暗褐色土（10YR3/4) 9 層とほぼ同質だが、より明るい。

10 層　暗褐色土 (10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。砂質土。

11 層  暗褐色土 (10YR3/4) 粘性低い。しまり弱い。砂質土。

第 16 図　竪穴建物 22 地床炉実測図

（S=1/20)

第 15 図　竪穴建物 22 実測図（S=1/60)

第 17 図　土器埋設炉実測図（S=1/20)

第 18 図　竪穴建物 22 遺物出土状況図（S=1/40)
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第Ⅲ章　調査の成果
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1 層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物粒、土器片含む。地山土含む。

2層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。1層とほぼ同質だが、色調がやや暗い。

3層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。白色粒子、土器片多く含む。

4層　暗褐色土（10YR3/4) 3 層とほぼ同質だが、地山土を含む。

5層　暗褐色土（10YR3/4) 3 層とほぼ同質。

6層　暗褐色土（10YR3/4) 5 層と似るが、やや明るい。土器片多く、炭化物、軽石粒、白色粒子含む。

7層　暗褐色土（10YR3/4) 6 層とほぼ同じだが、白色粒の含有多く、土器片少なく小粒。

8層　暗褐色土（10YR3/4) 5 層とほぼ同質だが、地山土の含有量多い。

9層　暗褐色土（10YR3/4) 8 層とほぼ同質だが、土器片、土器粒を含まない。

10 層 暗褐色土（10YR3/3) 15 層とほぼ同質だが、土器片、炭化物を含まない。

11 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。白色粒子、土器片多く含む。

12 層 暗褐色土（10YR3/4) 11 層とほぼ同質だが、地山土、地山粘土をブロックで含む。

13 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物粒、地山土、地山粘土ブロック含む。

14 層 暗褐色土（10YR4/4) 暗褐色土と地山砂混じりの土層。黒褐色土ブロックを含む。

15 層 暗褐色土（10YR3/3) 粘性、しまりあり。白色粒子、炭化物、地山粒を含む。ブロック状炭化物含む。

16 層 黒褐色土（10YR3/2) 粘性、しまりあり。土器片、軽石粒含む。大きな地山ブロックを多く含む。

17 層 にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。地山砂と 16 層が混じった土層。軽石粒含む。

18 層 暗褐色土（10YR3/3) 15 層とほぼ同質だが、地山砂や貼床が混じり、やや明るい。土器多量に含む。

19 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性、しまりあり。土器片含む。地山土ブロックを多量に含む。

20 層 暗褐色土（10YR3/3) 粘性高い。しまりあり。地山土含む。

1層　褐色土（10YR4/4) 粘性低い。しまりなし。砂質土。

2層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性高い。しまり強い。焼土を多く含む。

3層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性高い。しまり強い。焼土、褐色土を僅かに含む。

4層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性高い。しまり非常に強い。

5層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性高い。しまり非常に強い。褐色土を含む。

6層　暗褐色土（10YR3/4) 粘性高い。しまり非常に強い。褐色土をブロックで含む。

7層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。褐色土および砂質土含む。

1層　暗褐色土（10YR3/4) 　粘性弱い、しまりなし。褐色ブロッ

　　　ク僅かに混じる。

2層　にぶい黄褐色土（10YR4/3) 　粘性弱い、しまりあり。焼土

　　　混じり。

8層　 暗褐色土（10YR3/4) 粘性あり。しまり弱い。褐色土、砂質土を含むが、7層

       より割合は少ない。

9-1 層 暗褐色土（10YR3/4) 粘性あり。しまり弱い。褐色土をまばらに含む。土器片

　　　 を多く含む。

9-2 層 暗褐色土（10YR3/4) 9 層とほぼ同質だが、より明るい。

10 層　暗褐色土 (10YR4/3) 粘性低い。しまり弱い。砂質土。

11 層  暗褐色土 (10YR3/4) 粘性低い。しまり弱い。砂質土。

第 16 図　竪穴建物 22 地床炉実測図

（S=1/20)

第 15 図　竪穴建物 22 実測図（S=1/60)

第 17 図　土器埋設炉実測図（S=1/20)

第 18 図　竪穴建物 22 遺物出土状況図（S=1/40)
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土錘出土状況実測図 (S=1/20)
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遺物の同一とりあげ範囲（想定される投棄単位）
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く も の の 竪 穴 建 物 22 壁 面 と ほ ぼ 平 行 し て い る。 掘 方 西 辺 沿 い に は 軽 石 が 設 置 さ れ て い た。 軽 石 は

炉 体 土 器 の 固 定 の 他、 区 画 と し て も 用 い ら れ て い た 可 能 性 が あ る。 軽 石 に 顕 著 な 被 熱 は な か っ た。

な お、 固 定 用 の 軽 石 の 下 や ９ 層 か ら は 炭 化 材 や 土 器 片 が 多 く 出 土 し た た め、 炉 の つ く り 替 え が あ っ

た 可 能 性 が あ る が、 先 行 す る 掘 り 込 み な ど は 確 認 で き な か っ た。

　 本 土 器 埋 設 炉 は 竪 穴 建 物 22 に と も な う と す る と、 炉 体 土 器 の 受 け 口 が 床 面 か ら 15㎝ 以 上 も 浮 く

こ と、 竪 穴 建 物 22 の 壁 面 が 土 器 埋 設 炉 の 部 分 で や や 外 側 に 開 く こ と に や や 違 和 感 が あ り、 加 え て

整 理 作 業 の 結 果、 炉 体 土 器 （59、60） に 用 い ら れ て い た 甕 の 年 代 観 が 竪 穴 建 物 22 出 土 の 遺 物 よ り 1

世 紀 程 新 し い こ と が 判 明 し た の で、 竪 穴 建 物 22 と の 直 接 的 な 関 係 性 は 薄 い こ と が わ か っ た。 そ の

場 合、 周 辺 に 該 当 期 の 遺 構 が な い こ と か ら、 単 独 の 屋 外 炉 で あ っ た と 考 え る の が 妥 当 で あ ろ う。 以

上 の こ と か ら、 本 来 は 竪 穴 建 物 22 と は 別 項 を 立 て る べ き 遺 構 で あ る が、 建 物 内 土 坑 2 と 同 様、 竪

穴 建 物 22 と の 関 係 性 に 検 討 の 余 地 を 残 す た め、 本 項 で の 報 告 と し た。

　 遺 物 は、 床 面 直 上 か ら 15 層 と 18 層 に か け て、 土 師 器 （甕、 壺、 高 坏、 台 付 鉢、 鉢）、 須 恵 器 （甕

片、 把 手 付 鉢、 壺、 坏）、 石 器 （軽 石、 敲 石、 器 種 不 明 等）、 土 錘 等 が 大 量 に 出 土 し た。 器 種 で は 特

に 高 坏 が 多 く、 口 縁 部 を 意 図 的 に 打 ち 欠 い た も の も み ら れ た。 土 錘 は 15 点 が ま と ま っ て 出 土 し て

お り、 廃 棄 時 に は 網 に 装 着 さ れ た 状 態 で あ っ た 可 能 性 が あ る。 遺 物 の 分 布 か ら 幾 つ か の 投 棄 単 位 が

確 認 で き た が、 や や 離 れ た 場 所 同 士 で の 接 合 関 係 も 数 点 あ る。 完 全 な 形 に な る 土 器 は ほ と ん ど な い

こ と を 考 慮 す る と、 単 位 毎 に 違 う 場 所 で 土 器 を 破 砕 後、 建 物 内 に 投 棄 し た 可 能 性 も 考 え ら れ る。 こ

れ ら の 遺 物 は、 建 物 内 遺 構 と 重 な る 部 分 で も 床 面 と 同 一 レ ベ ル で 出 土 し て お り、 建 物 内 遺 構 を 埋 め

た 後 に 廃 棄 を お こ な っ た よ う で あ る。 ま た、 こ れ ら の 遺 物 は、 地 山 土 お よ び 炭 化 物 を 含 ん で い る 土

（15 層、18 層） で 覆 わ れ て お り、 遺 物 廃 棄 後 に 間 を 置 か ず 一 気 に 埋 め ら れ た こ と が 想 定 さ れ る。 な
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第 3 節　堅穴建物

第 19 図　竪穴建物 22 出土遺物実測図①
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